
〔問１〕から〔問５〕の５題のうち３題を選択し、解答してください。

〔問１〕

次の（Ａ）から（Ｅ）のすべてについて、解答せよ。

〔問２〕

次の（Ａ）から（Ｅ）のすべてについて、解答せよ。

〔問３〕

次の（Ａ）から（Ｅ）のすべてについて、解答せよ。

〔問４〕

次の（Ａ）から（Ｅ）のすべてについて、解答せよ。

〔問５〕

次の（Ａ）から（Ｅ）のすべてについて、解答せよ。

著作権保護のため、非公表（択一式 ５問） 

次ページ以降に例題を掲載しています。 

著作権保護のため、非公表（択一式 ５問） 

次ページ以降に例題を掲載しています。 

著作権保護のため、非公表（択一式 ５問） 

次ページ以降に例題を掲載しています。 

著作権保護のため、非公表（択一式 ５問） 

次ページ以降に例題を掲載しています。 

著作権保護のため、非公表（択一式 ５問） 

次ページ以降に例題を掲載しています。 



 次の〔問６〕から〔問８〕の中から２つを選択し、選択した２つの問題番号を明記した上

で、それぞれ解答せよ。 

〔問６〕 

 次の（１）から（６）の中から４つを選択し、選択した４つの番号を明記した

上で、それぞれ説明せよ。 

（１）被覆肥料の特徴

（２）ぶどう栽培におけるＨ字型整枝短梢せん定とその利点

（３）田畑輪換とその効果

（４）トマトの尻腐れ症状とその原因

（５）セルトレイによる育苗の利点

（６）総合的病害虫・雑草管理(IPM)

〔問７〕 

  農業に関する語句について、次の（１）から（６）の中から４つを選択し、選

択した４つの番号を明記した上で、それぞれ説明せよ。 

（１）食料・農業・農村基本法 

（２）認定新規就農者制度 

（３）地域計画（農業経営基盤強化促進法に基づくもの） 

（４）農業生産工程管理(GAP) 

（５）地理的表示(GI)保護制度 

（６）大阪エコ農産物認証制度 

〔問８〕 

次の（１）から（６）の中から４つを選択し、選択した４つの番号を明記した上で、

それぞれ説明せよ。 

（１）食品の消費期限と賞味期限 

（２）ＡＤＩ 

（３）ノロウイルスによる食中毒 

（４）ボツリヌス菌による食中毒 

（５）ソラニン 

（６）ポストハーベスト農薬 



マメ類に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。

１．ダイズの子実はタンパク質含有率が約 ３５ ％と高いため，子実の登熟期には窒素
の要求性が高まり，葉身に存在する窒素の子実への再転流が起こる。

２．インゲンマメには完熟子実を利用する品種と若莢を利用する品種とがある。完熟
子実用の品種は，日本では主に九州で栽培されており，そのほとんどが煮豆用と
して利用されている。

３．ラッカセイは，マメ類のうちでは過湿に強く乾燥に弱いため，水田転換畑での栽
培に適している。

４．アズキは，日本での栽培面積がマメ類の中で最も大きく，主に近畿以西で栽培さ
れている。用途はほとんどが 餡 や甘納豆などの菓子の原料である。

あん

５．ササゲは，南米原産で，南米での生産量が多い。日本では，完熟子実を食品とす
るほか，マメ科牧草として飼料用に広く栽培されている。

以下の問題は例題です。（大阪府職員採用試験で実際に出題された問題とは限りません。） 

例題１

【正答：１】



     　日本の外来昆虫に関する次の記述ア～エのうちには妥当なものが二つある。
それらはどれか。

ア．ウリミバエは，南西諸島に侵入した害虫である。幼虫が様々な野菜や果実を食害し
て大きな被害を与えていたが，性フェロモンを用いた大量捕獲（誘殺）法により根
絶に成功した。

イ．セイヨウオオマルハナバチは，ヨーロッパから導入された昆虫である。施設栽培ト
マトの受粉に貢献しているが，逃げ出したものが野生化して生態系を攪乱するおそ
れがある。

ウ．イネミズゾウムシは，北米から侵入した害虫である。成虫が土中に潜り，イネの根
を食害する。

エ．クビアカツヤカミキリは，近年侵入した害虫である。幼虫がサクラ，モモ，ウメな
どの樹幹内を食害して枯死させてしまう。

１．ア，ウ
２．ア，エ
３．イ，ウ
４．イ，エ
５．ウ，エ

以下の問題は例題です。（大阪府職員採用試験で実際に出題された問題とは限りません。） 

例題２

【正答：４】



土壌の生成と分類に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。
１．岩石（母岩）は風化作用を受けて土壌の母材となる。風化作用は温度変化などに
より岩石が物理的に細粒化される過程であるため，母岩と母材の化学的組成は同
じである。

２．母材から土壌が生成する過程では，植物や土壌生物の影響も受けて土層の分化が
進行する。

３．黒ボク土は火山周辺に広く分布する土壌で，世界の農耕地土壌の約 ５０ ％を占め
ている。

４．赤黄色土は，北海道や東北地方の高山帯～亜高山帯の針葉樹林帯のような冷涼，
湿潤な気候条件下で生成する。

５．泥炭土は湿性植物が母材になってできた土壌であり，日本では九州地方に多く見
られる。

以下の問題は例題です。（大阪府職員採用試験で実際に出題された問題とは限りません。） 

例題３

【正答：２】




